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BRP★J’SRACINGは2016年4月2日～3日にツインリンクもてぎで開催された「スーパー

耐久シリーズ第1戦 ツインリンクもてぎ」の開幕戦において、見事69号車がクラス優勝を獲得

し、19号車は途中首位を走るもミッショントラブルにより完走の結果で終えました。

【3月31日（木）フリー】天候：晴れ　　路面：DRY

今季のスーパー耐久もいよいよ開幕戦を迎えてスタートです。BRP★J’SRACINGは4年連続

シリーズチャンピオン獲得を目指してレースウィークの木曜日からテスト走行を開始しました。

天気に恵まれて2台共にテストメニューを消化し順調なレースウィークをスタートしました。

【4月1日（金）公式フリー】天候：晴れ　　路面：DRY

昨日のテスト走行データをベースに更に、公式フリー走行の３本で明日から始まる予選・決勝

レースに向けたセットアップを進めます。19号車のドライバー体制は、Aドライバーを古宮が

引き続き勤め、BドライバーにはBDTPによる育成ドライバーの松田の布陣となりました。そ

して奥村がCドライバーとして二人をサポートします。69号車はAドライバー大野・Bドライ

バー梅本の布陣が変わらず、Cドライバーとして窪田、そしてDドライバーとして大賀を起用し

て新しいドライバーラインナップで開幕戦を戦う事になりました。

BRP★J’SRACING 2台のフィット3は激戦の5時間を
クラス優勝と完走で終える。
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【4月2日（土）公式予選】天候：晴れ　　路面：DRY

いよいよ公式予選が始まりました。19号車はAドライバーの古宮選手がアタックを開始して

2’19.477でクラス4番手を獲得し、続くBドライバーの松田選手も果敢にアタックをし、

2’18.813を叩き出し、クラス2番手を獲得、合算で予選クラス3番手のポジションを獲得する

事ができました。69号車もAドライバーの大野選手からアタックを開始し、2’18.569でクラ

ス2番手を獲得し、続くBドライバー梅本選手も2’19.346でクラス4番手となり、合算で予選

2番手を獲得して、開幕戦ツインリンクもてぎの決勝レースをチーム2番手・3番手の好ポジショ

ンからのスタートとなりました。
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１位 No.4 THE BRIDE FIT 4’35.520

２位 No.69 BRP★J’SRACINGホンダカーズ浜松北フィット 4’37.915

３位 No.19 BRP★J’SRACINGホンダカーズ三重北フィット 4’38.290

４位 No.11 隅元建設×BSR WM☆Vitz 4’38.786

５位 No.88 村上モータースMAZDAロードスターND 4’39.485

６位 No.46 DIJONエンドレスワコーズNILZZ FIT 4’40.675

７位 No.2 ホンダカーズ野崎with CUSCO&BOMEX FIT 4’40.856

８位 No.17 DXLアラゴスタNOPROデミオSKY-D 4’41.824

９位 No.213 WAKO’S APP 菅野自動車 Vitz 4’41.907

１０位 No..37 ワコーズDXLアラゴスタNOPROデミオ 4’43.500

１１位 No.33 TOITEC Racing WAKO’S μ VITZ 4’43.867

１２位 No.71 ピースMS NUTEC制動屋FitRS 4’44.042

１３位 N0.66 odula MAZDA デミオ15MB 4’44.335

（１９号車）

Aドライバー：古宮 正信　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’19.477　クラス４位

Bドライバー：松田 智也　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’18.813　クラス２位

Cドライバー：奥村 浩一　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’19.610　クラス４位

（６９号車）

Aドライバー：大野 尊久　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’18.569 　クラス２位

Bドライバー：梅本 淳一　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’19.346　 クラス４位

Cドライバー：窪田 俊浩　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’18.772　 クラス２位

Dドライバー：大賀 祐介　コース：ドライ　タイヤ：スリック　2’19.919　 クラス２位

【第1戦ツインリンクもてぎST5クラス予選結果】
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天気が危ぶまれましたが、なんとかDRYコンディションでスタートとなりました。

スタート直後からフィット３で形成されたトップグループでレースは膠着状態となったままレースは進行し

ていきます。19号車はスタートドライバーの松田が奮闘し、クラス3番手のままロングスティントの戦略で

周回を重ねて、奥村にドライバーチェンジをしました。奥村もロングスティントで首位に猛追を開始します、

奥村のスティント後半にはクラス首位にポジションUPして、古宮にドライバーチェンジジをして20分ほど

経過した所で、ミッショントラブルが発生し、緊急ピットインをして、無念にもミッション換装作業で完走を

目指す事となりました。

69号車もスタート直後はトップグループで走行しますが、流れが悪く一時はクラス4位まで後退してレース

を展開しますが、レース後半から順位をコツコツと上げていき、５時間のチェッカーを迎える時にはクラス

トップで開幕戦をクラス優勝で飾る事ができました。

【4月3日（日）決勝】天候：晴れ　　路面：DRY

【第1戦ツインリンクもてぎST5クラス決勝レース結果】

１位 No.69 BRP★J’SRACINGホンダカーズ浜松北フィット （124） 5:02’16.036

２位 No.4 THE BRIDE FIT （122） 5:00’25.369

３位 No.17 DXLアラゴスタNOPROデミオSKY-D （122） 5:00’36.712

４位 No.2 ホンダカーズ野崎with CUSCO&BOMEX FIT （122） 5:02’24.873

５位 No.213 WAKO’S APP 菅野自動車 Vitz （121） 5:00’20.183

６位 No.46 DIJONエンドレスワコーズNILZZ FIT （121） 5:00’37.708

７位 No..37 ワコーズDXLアラゴスタNOPROデミオ （121） 5:00’41.455

８位 No.88 村上モータースMAZDAロードスターND （119） 5:00’40.400

９位 N0.66 odula MAZDA デミオ15MB （119） 5:00’42.654

１０位 No.33 TOITEC Racing WAKO’S μ VITZ （102） 5:01’19.458

１１位 No.19 BRP★J’SRACINGホンダカーズ三重北フィット （95） 5:02’42.725

１２位 No.71 ピースMS NUTEC制動屋FitRS （91） 5:00’42.282

 No.11 隅元建設×BSR WM☆Vitz （84） 5:02’01.322
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【コメント】

BRPとしてチームを結成してスーパー耐久に参戦を開始して６年目を迎えます。昨年は２台共に

シリーズチャンピオン争いを展開して、シリーズランキンング１位・３位を獲得する事ができ、ま

た、シリーズチャンピオン３連覇を果たす事ができました。更なる高みを目指して今年もシリー

ズ4連覇を目指して昨年に引き続き２台のフィット３を投入致しました。　今年からスーパー耐

久は今までに無い大きな飛躍で６５台以上の参加台数でＳＴ５クラスも１３台での争いとなり、

過去に無いレベルの厳しい戦いが予想されましたが、その中開幕戦もてぎでは前半戦２台共トッ

プグループで走行して順調のレース展開をみせましたが、３時間を超えた所で１９号車に悪夢が

襲いミッショントラブルで戦線を離脱し、６９号車もレース中盤に流れを崩し、一時は４位まで

後退しますが、後半に長年の経験と実績で徐々に順位を挽回しクラス優勝を獲得する事ができま

した。１９号車はメカニックの懸命なミッション交換作業により規定周回数をクリアして、完走

を果たし貴重な１ポイントを獲得する事ができました。

大変厳しい戦いが予想される１年となりますが、２台とも毎戦表彰台を目指して経験と実績を積

み強くなったチーム力を発揮して、全力で戦って参りますので、引き続きのご支援・ご声援をお願

いいたします。また私奥村は今季よりＢＲＰのスーパー耐久ＳＴ５クラスのドライバーから一線

をひき、今までチーム運営者とドライバーを兼任してまいりましたが、チームの総合力を更に高

める為に、チーム運営のポジションに専念する事を決断致しました。６年間沢山のご声援ありが

とうございました。

最後に、この場を借りて弊社のレース活動を支えていただいております、スポンサー各社に心よ

り感謝をお伝えしたく思います。今後とも何卒よろしくお願い致します。
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プレスリリースに関するお問い合わせ先：office@brp.gr.com

順不同

■2016 年 BRP スーパー耐久プロジェクトパートナー
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